
6

総
合
物
流
施
策
大
綱
を
受
け
て
、
平
成

25
年
９
月
に
策
定
し
た「
総
合
物
流
施
策
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
、
航
空
物
流
の
利
便

性
向
上
を
取
り
組
み
と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
航
空
貨
物
の
拠
点

と
し
て
、
貨
物
取
扱
量
が
増
大
す
る
沖
縄
・

那
覇
空
港
の
機
能
強
化
も
そ
の
一
つ
。
全

日
本
空
輸
株
式
会
社（
以
下
、
Ａ
Ｎ
Ａ
）で

は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
国
際
航
空
貨
物

の
拠
点
と
し
て
、
地
の
利
を
生
か
し
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
各
都
市
ま
で
の
飛
行
を
４
時
間
で

那
覇
空
港
を
ア
ジ
ア
航
空
貨
物

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に

沖
縄
貨
物
ハ
ブ
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
の

は
、
平
成
21
年
10
月
。
国
際
物
流
拠
点
形

成
構
想
を
持
つ
沖
縄
県
と
、
ア
ジ
ア
域
内
の

貨
物
を
取
り
込
み
た
い
Ａ
Ｎ
Ａ
と
の
戦
略
が

一
致
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に「
沖
縄
貨
物
ハ

ブ
」構
想
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

那
覇
空
港
は
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア

の
主
要
な
都
市
ま
で
飛
行
４
時
間
圏
内
と
い

う
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
、

こ
こ
を
中
継
基
地
に
日
本
と
ア
ジ
ア
の
主
要

都
市
間
を
高
速
で
輸
送
す
る
航
空
貨
物
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
心
と
な
る
沖
縄
貨
物
ハ
ブ
と

し
て
運
用
。貨
物
エ
リ
ア
の
広
さ
は
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
４
面
分（
2
万
７
７
０
０
㎡
）あ
り
、

深
夜
に
な
る
と
上う
わ
屋や

前
に
多
く
の
フ
レ
イ
タ
ー

（
貨
物
専
用
機
）が
集
結
し
ま
す
。

現
在
、
那
覇
空
港
と
フ
レ
イ
タ
ー
に
よ
る

直
行
便
で
つ
な
が
る
の
は
、
国
内
で
は
成
田
、

羽
田
、
名
古
屋
、
関
西
の
４
カ
所
。
ア
ジ
ア

で
は
台
北
、
バ
ン
コ
ク
、
香
港
、
上
海
、ソ
ウ

ル
の
５
カ
所
で
、
さ
ら
に
青チ
ン
タ
オ島
に
も
就
航
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
を
中
心
に
、
各

地
を
結
ぶ
路
線
が
自
転
車
の
ハ
ブ
と
ス
ポ
ー

ク
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
沖
縄
ハ
ブ
＆
ス

ポ
ー
ク
方
式
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

沖
縄
の
地
の
利
を
生
か
し
た
こ
の
方
式
で

は
、
例
え
ば
、
日
本
各
地
の
空
港
を
夜
11

時
に
飛
び
立
て
ば
、
午
前
２
時
頃
に
は
沖
縄

に
、
貨
物
を
積
み
替
え
て
翌
朝
に
は
ア
ジ
ア

各
国
の
目
的
地
に
到
着
。
発
地
か
ら
着
地
ま

で
、
所
要
時
間
は
10
時
間
ほ
ど
と
い
う
こ
と

も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
Ａ
Ｎ
Ａ
航
空
貨

物
輸
送
の
取
扱
重
量
実
績
シ
ェ
ア
で

は
、
国
際
貨
物
全
体
の
う
ち
中
国

を
含
め
た
ア
ジ
ア
発
着
が
６
割
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
沖
縄
貨

物
ハ
ブ
が
取
り
扱
う
シ
ェ
ア
は
約
５

割
に
達
し
て
い
ま
す
。

成
長
す
る
ア
ジ
ア
都
市
間
の

貨
物
需
要
を
取
り
込
む

近
年
、世
界
的
な
航
空
貨
物
需
要

が
低
迷
す
る
中
で
も
、
有
望
な
の
が

ア
ジ
ア
地
域
で
す
。
Ａ
Ｎ
Ａ
が
行
っ

た
発
着
地
域
別
平
成
24
〜
26
年
の

航
空
貨
物
の
需
要
予
測
で
は
、
ア
ジ

ア
域
内
で
４・８
％
の
高
成
長
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
な
ぜ
各
都
市

間
の
直
行
便
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ

沖
縄
貨
物
ハ
ブ
を
経
由
さ
せ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
理
由
の
一
つ
は
、
日
本

を
除
く
ア
ジ
ア
各
都
市
間
の
輸
送
に

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
香
港
・
上
海

間
の
貨
物
を
運
ぶ
場
合
、
両
都
市

那
覇
空
港
を
ア
ジ
ア
航
空
貨
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
に

「
沖
縄
貨
物
ハ
ブ
」
構
想
が
進
行
中

全
日
本
空
輸
株
式
会
社

航空物流の利便性向上

多様化する物流の
新たな未来

［特集］

約50t の貨物が搭載可能なフレイター「Ｂ７６７ー３００F」
９機が稼働中。さらに、平成26年３月には10機目のフ
レイターが導入される予定。
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間
の
路
線
は
中
国
系
の
航
空

会
社
が
持
っ
て
お
り
、
Ａ
Ｎ
Ａ

に
は
直
行
便
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
沖
縄
を
経

由
す
る
こ
と
で
、日
本
の
航
空

会
社
で
も
香
港
～
那
覇
～
上

海
と
い
う
ル
ー
ト
で
貨
物
を

取
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
日
本
の
航
空
会
社

が
日
本
を
除
く
ア
ジ
ア
各
都

市
間
の
直
行
便
を
飛
ば
せ
な

く
て
も
、沖
縄
貨
物
ハ
ブ
を
経

由
す
る
こ
と
で
ル
ー
ト
を
確

保
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
効
率
が
良
い
点
も

特
徴
で
す
。仮
に
国
内
外
９
つ

の
空
港
間
を
す
べ
て
直
行
便
で
結
べ
ば
80
便

以
上
が
必
要
で
す
。
し
か
し
沖
縄
貨
物
ハ
ブ

を
経
由
す
れ
ば
、
た
っ
た
９
機
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
実
現
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
那
覇
空
港
は
、
日
本
国
内
の
地

方
直
行
便
が
20
路
線
と
多
く
、
国
内
線
を

利
用
し
て
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
の
貨
物
は
地
方

へ
、地
方
か
ら
の
貨
物
を
ア
ジ
ア
各
地
へ
と
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
輸
送
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

よ
り
速
く
よ
り
高
品
質
な

航
空
物
流
へ

Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
輸
送
の
ス
ピ
ー
ド
と
品
質
を

上
げ
る
こ
と
で
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品
の

取
り
込
み
を
図
っ
て
い
ま
す
。

発
注
か
ら
納
品
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
輸
送

時
間
が
48
時
間
か
ら
72
時
間
と
い
う
特
急
便

「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
貨
物
」は
、
一
般
貨
物
に
比

べ
て
需
要
が
伸
び
て
い
ま
す
。

運
ば
れ
る
品
物
は
、
半
導
体
関
連
部
材
な

ど
の
電
子
部
品
、
電
子
機
器
や
ア
パ
レ
ル
な

ど
の
試
作
品
、
厳
し
い
温
度
管
理
が
必
要
な

医
療
分
野
の
試
薬
・
化
学
薬
品
、
経
済
発
展

が
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
富
裕
層
向
け
の
日
本

産
生
鮮
品
な
ど
、
高
付
加
価
値
品
も
運
ば
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
秋
か
ら
沖
縄
貨
物
ハ
ブ

の
上
屋
内
部
で
、
通
関
手
続
き
な
ど
の
業
務

を
開
始
し
た
物
流
企
業
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
と
協
力

し
温
度
指
定
±1
℃
ま
で
可
能
な
保
冷
コ
ン
テ

ナ
な
ど
を
利
用
し
た
輸
送
の
取
り
扱
い
も
始

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
農
水
畜

産
品
な
ど
日
本
各
地
の
名
産
品
を
、
生
産
者

か
ら
海
外
の
消
費
者
ま
で
新
鮮
な
状
態
で
届

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
輸
出
の
拡

大
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

空
の
「
万ば

ん
こ
く
し
ん
り
ょ
う

国
津
梁
」
を
目
指
し
て

沖
縄
県
で
は
那
覇
空
港
を
物
流
の
集
積

地
域
に
す
る
た
め
に
、
平
成
26
年
度
末
に
は

空
港
に
隣
接
す
る
国
際
物
流
拠
点
産
業
集

積
地
域
に
敷
地
面
積
１
万
５
０
０
０
㎡
の
物

流
施
設
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

平
成
25
年
度
か
ら
は
利
用
需
要
の
増
大
に

対
応
す
る
た
め
、
２
本
目
の
滑
走
路
の
増
設

事
業
に
着
手
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

で
、
ア
ジ
ア
と
日
本
の
架
け
橋
と
な
る
国
際

物
流
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

15
世
紀
、
沖
縄
は「
万
国
津
梁（
＝
中
国
、

東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
人
や
文
化
の
架
け
橋
）」

と
呼
ば
れ
、
国
際
貿
易
で
栄
え
た
国
で
し
た
。

現
代
で
は
船
か
ら
飛
行
機
へ
。
航
空
時
代
の

新
た
な「
万
国
津
梁
」に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

那覇空港の上屋全景

深夜に行う荷物の積み替え。1時間で作業を終
わらせる。貨物の７割強が航空機から航空機へ
直接積み替えられる。

B767-300F フレイターの上部貨物室内の様子。

那覇空港の上屋内部。通関業務など輸出入に必要な工程をワンストッ
プオペレーションで対応。


